青森県社会福祉士会
２０２３年度　成年後見人材育成研修（委託集合研修）

科目「家族法の基礎」　レポート課題
提出期限：２０２３年８月７日（月）（必着）
設問１　
次の記述のうち、正しくないものを一つ選び、選択した根拠について説明して
下さい。
 ①　成年後見開始の審判を申し立てることのできる親族は、４親等内の親族である。
 ②　後見人の配偶者、直系血族及び兄弟姉妹は、後見監督人となることができない。
 ③　成年被後見人が婚姻をするには、その成年後見人の同意を要しない。
 ④　後見人は、遅滞なく被後見人の財産の調査に着手し、二箇月以内に、その調査
　　 を終わり、かつ、その目録を作成しなければならない。但し、この期間は、

　　 家庭裁判所において伸長することができる。

 ⑤　家庭裁判所は、後見監督人、被後見人若しくはその親族その他の利害関係人の
　　 請求により又は職権で、被後見人の財産の管理その他後見の事務について必要

　　 な処分を命ずることができる。
　
設問２　

次の記述のうち、正しくないものを一つ選び、選択した根拠について説明して
下さい。
 ①　相続は、死亡によって開始する。
 ②　相続は、被相続人の居所において開始する。
 ③　相続を放棄した者は、その相続に関しては、初めから相続人とならなかった

　　 ものとみなす。

 ④　成年被後見人が事理を弁識する能力を一時回復した時において遺言をするに
　　 は、医師二人以上の立会いがなければならない。

 ⑤　遺言書の保管者は、相続の開始を知った後、遅滞なく、これを家庭裁判所に
　　 提出して、その検認を請求しなければならない。但し、公正証書による遺言は

　　 この限りではない。


設問３　代襲相続について、簡潔に述べて下さい。（400字程度）
設問４　遺言の検認手続きについて、簡潔に述べて下さい。（400字程度）
設問５　相続財産清算人について、簡潔に述べて下さい。（600字程度）

【課題の提出方法】

1 本紙（レポート課題）を除き、科目名が記入されている様式第１号を表紙
として下さい。

2 様式第３号の解答用紙に設問１～２の解答、様式第２号の原稿用紙に設問３～５の解答を記入し、左肩上をホッチキスで綴じ込んで提出して下さい。
（万一留め具がはずれたときにそなえ、各紙には受講者番号と氏名、科目名をご記入ください）
